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「
金
融
庁
・
日
本
銀
行
の
更
な
る

連
携
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
」

の
公
表
に
つ
い
て

▼
日
本
銀
行
は
、
金
融
庁
と
の
連

携
を
更
に
強
化
し
、
金
融
機
関
の
負

担
に
も
配
慮
し
た
よ
り
質
の
高
い
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
に
取
り
組
ん
で

い
く
た
め
に
、
昨
年
十
一
月
、「
金

融
庁
検
査
・
日
本
銀
行
考
査
の
連
携

強
化
に
向
け
た
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」

（
注
）
を
立
ち
上
げ
、
金
融
業
界
と
の

意
見
交
換
を
含
め
、
精
力
的
に
議
論

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

▼
こ
う
し
た
検
討
を
踏
ま
え
、今
般
、

金
融
庁
と
日
本
銀
行
は
、
金
融
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
で
の
連
携
強
化
や
デ
ー
タ

の
一
元
化
な
ど
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
状
況
と
今
後
の
方
針

を
整
理
し
、「
金
融
庁
・
日
本
銀
行

の
更
な
る
連
携
強
化
に
向
け
た
取
り

組
み
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

▼
日
本
銀
行
は
、
今
後
と
も
金
融
庁

と
適
切
に
連
携
し
な
が
ら
、
わ
が
国

金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
確
保
を
図
っ

て
い
く
方
針
で
す
。

　

公
表
文
は
全
文
を
日
本
銀
行
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

国
際
コ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
を 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

▼
一
九
八
三
年
以
来
、
日
本
銀
行

は
、
金
融
研
究
所
に
お
い
て
国
内
外

の
著
名
な
経
済
学
者
や
中
央
銀
行

関
係
者
を
招
い
た
国
際
コ
ン
フ
ァ

ラ
ン
ス
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
、「A

dapting to the N
ew

 
N

orm
al: P

erspectives and 
P

olicy C
hallenges after the 

C
O

V
ID

-19 P
andem

ic
」（
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
へ
の
適
応
：
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ-

19
後
の
展
望
と
政
策
課
題
）
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
五
月
二
十
四
日
、

二
十
五
日
に
初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
し
ま
し
た
。

▼
黒
田
東
彦
総
裁
に
よ
る
開
会
挨

拶
に
続
い
て
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

工
科
大
学
オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
ブ
ラ
ン

シ
ャ
ー
ル
名
誉
教
授
に
よ
る
前
川
講

演（
金
融
研
究
所
発
足
時〈
一
九
八
二

年
〉
の
前
川
春
雄
総
裁
の
名
を
冠
し

た
ス
ピ
ー
チ
）
が
行
わ
れ
た
後
、
参

加
者
の
間
で
コ
ロ
ナ
後
の
経
済
展
望

や
政
策
課
題
に
つ
い
て
、
幅
広
い
観

点
か
ら
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

日
銀
ネ
ッ
ト
国
債
系
と 

香
港
ド
ル
即
時
グ
ロ
ス
決
済 

シ
ス
テ
ム
と
の
間
の 

ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
Ｄ
Ｖ
Ｐ 

リ
ン
ク
の
運
用
開
始
に
つ
い
て

▼
日
本
銀
行
で
は
、
決
済
リ
ス
ク
削

減
な
ど
の
観
点
か
ら
、
日
銀
ネ
ッ
ト

国
債
系
と
香
港
ド
ル
即
時
グ
ロ
ス
決 開会挨拶を行う黒田東彦総裁� （撮影：中島美沙）

（
注�

）�

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
広

報
誌
に
ち
ぎ
ん
二
〇
二
一
年
春
号
ト

ピ
ッ
ク
ス
で
詳
述
。

済
シ
ス
テ
ム
（
注
）
と
の
間
の
ク
ロ
ス

ボ
ー
ダ
ー
Ｄ
Ｖ
Ｐ　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

リ
ン
ク
の
構

築
に
向
け
た
対
応
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
今
般
、
所
要
の
対
応
を
終
え
、

香
港
金
融
管
理
局
と
と
も
に
運
用
開

始
に
特
段
の
支
障
が
な
い
こ
と
を
確

認
し
、
予
定
ど
お
り
二
〇
二
一
年
四

月
一
日
に
同
Ｄ
Ｖ
Ｐ
リ
ン
ク
に
か
か

る
業
務
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

▼
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
Ｄ
Ｖ
Ｐ
リ
ン
ク

は
、
異
な
る
通
貨
建
て
で
表
示
さ
れ

る
証
券
と
資
金
を
交
換
す
る
取
引

（
例
え
ば
、
ク
ロ
ス
カ
レ
ン
シ
ー
・

レ
ポ
）
の
決
済
に
お
い
て
、
資
金
の

支
払
い
が
行
わ
れ
る
場
合
に
の
み
証

券
が
受
け
渡
さ
れ
る
こ
と
（
Ｄ
Ｖ

Ｐ
）
を
確
保
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら

の
証
券
・
資
金
決
済
シ
ス
テ
ム
を
運

営
す
る
中
央
銀
行
な
ど
の
間
で
、
決

済
シ
ス
テ
ム
を
直
接
接
続
す
る
も
の

で
す
。

▼
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
Ｄ
Ｖ
Ｐ
リ
ン
ク

は
、
日
本
国
債
を
利
用
し
て
直
接
外

貨
（
本
件
に
お
い
て
は
、香
港
ド
ル
）

を
調
達
す
る
取
引
に
つ
い
て
、
市
場

が
不
安
定
化
し
た
時
に
お
い
て
も
、

（D
elivery

V
ersus P

aym
ent

）
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め
の
実
証
実
験
（
概
念
実
証
フ
ェ
ー

ズ
１
）
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

概
念
実
証
フ
ェ
ー
ズ
１
で
は
、
シ

ス
テ
ム
的
な
実
験
環
境
を
構
築
し
、

決
済
手
段
と
し
て
の
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
の
中

核
を
な
す
発
行
、
送
金
、
還
収
な
ど

の
基
本
機
能
に
関
す
る
検
証
を
行
い

ま
す
。

　

実
施
期
間
は
、
二
〇
二
二
年
三
月

ま
で
の
一
年
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

▼
ま
た
、
概
念
実
証
に
関
す
る
情
報

を
共
有
し
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い

て
協
議
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
に
関
す

る
連
絡
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
三

月
二
十
六
日
に
第
一
回
会
合
を
開
催

し
ま
し
た
。

官
民
一
体
で 

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付 

共
同
推
進
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た

▼
日
本
銀
行
は
、「
政
府
の
銀
行
」

と
し
て
、
国
庫
金
事
務
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
て
い
ま
す
。
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
が
加
速
す
る
中
、
納
付
者
の

利
便
性
や
社
会
全
体
の
効
率
性
の
向

上
に
資
す
る
よ
う
、
関
係
官
庁
や

金
融
機
関
と
連
携
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
を
活
用
し

た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
普
及
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
東
京
国
税
局
や
同
局
管
内
の
一

都
三
県
（
千
葉
、
神
奈
川
、
山
梨
）

そ
の
他
関
係
団
体
と
と
も
に
、国
税
・

地
方
税
に
関
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

納
付
の
利
便
性
の
周
知
や
普
及
促
進

に
向
け
て
、
官
民
一
体
で
協
議
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
よ
り

多
く
の
方
々
が
デ
ジ
タ
ル
化
の
メ

リ
ッ
ト
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
取
り
組

み
の
裾
野
を
広
げ
る
観
点
か
ら
、
税

理
士
会
や
納
付
者
団
体
、
金
融
機
関

な
ど
に
幅
広
く
参
加
を
呼
び
か
け
、

五
月
二
十
四
日
、
一
二
六
団
体
に
よ

る
共
同
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。
同
日

開
催
さ
れ
た
宣
言
式
は
、
リ
モ
ー
ト

会
議
で
の
参
加
を
併
用
す
る
形
で
行

わ
れ
、
日
本
銀
行
か
ら
は
、
業
務
局
、

横
浜
支
店
お
よ
び
甲
府
支
店
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
宣
言
に
合
わ
せ
て
、国
税
・

地
方
税
共
通
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
手

続
を
紹
介
す
る
動
画
が
作
成
さ
れ
、

各
参
加
団
体
が
こ
う
し
た
新
し
い
広

報
物
を
活
用
し
て
、
納
付
者
へ
の
さ

ら
な
る
周
知
・
広
報
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

▼
日
本
銀
行
と
し
て
は
、
今
後
と

も
本
支
店
に
お
い
て
、
全
国
各
地
の

税
務
当
局
や
金
融
機
関
と
連
携
し
、

「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
便
利
な
」

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
一
層
の
利

用
拡
大
に
向
け
て
、
経
済
団
体
や
企

業
へ
の
働
き
か
け
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

金
融
機
関
が
安
定
的
に
外
貨
調
達
を

行
う
こ
と
を
決
済
の
面
か
ら
後
押
し

す
る
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ク
ロ

ス
ボ
ー
ダ
ー
Ｄ
Ｖ
Ｐ
リ
ン
ク
の
実
現

に
よ
り
、
ク
ロ
ス
カ
レ
ン
シ
ー
・
レ

ポ
市
場
の
厚
み
が
増
せ
ば
、
資
金
調

達
手
段
の
多
様
化
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ク
ロ
ス

ボ
ー
ダ
ー
Ｄ
Ｖ
Ｐ
リ
ン
ク
に
よ
り
、

信
用
リ
ス
ク
の
な
い
中
央
銀
行
な
ど

の
口
座
を
用
い
た
日
本
国
債
と
外
貨

の
Ｄ
Ｖ
Ｐ
決
済
が
実
現
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
担
保
資
産
と
し
て
の
日
本

国
債
の
有
用
性
や
利
便
性
の
向
上
に

も
資
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
に 

関
す
る
実
証
実
験
を
開
始

▼
日
本
銀
行
は
、
四
月
五
日
に
、
中

央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
）

の
基
本
的
な
機
能
な
ど
が
技
術
的
に

実
現
可
能
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
た

（
注�

）�

即
時
グ
ロ
ス
決
済
シ
ス
テ
ム
：
中
央

銀
行
に
お
け
る
金
融
機
関
間
の
口
座
振

替
の
手
法
の
一
つ
で
、
金
融
機
関
か
ら

中
央
銀
行
に
口
座
振
替
指
図
が
持
ち
込

ま
れ
次
第
、
一
つ
ひ
と
つ
直
ち
に
決
済

が
実
行
さ
れ
る
仕
組
み
。

「キャッシュレス納付共同推進宣言」宣言式の様子（右から３番目が日
本銀行業務局長）
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※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、旧小樽支
店金融資料館等でお配りしています。個人の方の定期購読、郵
送はお取り扱いしておりませんのでご了承ください。なお、既
刊号全文を PDF ファイル形式で日本銀行ホームページ上に掲載
していますのでご利用ください。

（https://www.boj.or.jp/announcements/koho_n ich ig in/
index.htm/）

※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の見解を反映し
ているものではありません。日本銀行の政策・業務運営に関する
公式見解等については、日本銀行ホームページ（https://www.
boj.or.jp/）をご覧ください。
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■今号では、複数の分野で活躍しつつ、大学院教育も受
けた女性お二方にご登場いただきました。インタビュー
では、老舗花火屋の当主を務めつつ、花火の芸術性に関
する研究で博士号を取得した一方で、東京五輪柔道の審
判員にも選出された天野安喜子氏。対談ではタレント、
テレビ制作会社の経営者にして、大学院に通いながら基
礎老化学の研究を続けるいとうまい子氏。
　人生 100 年時代を迎え、寿命が延びた分、われわれ
にはさまざまなことに挑戦できる時間が創出されまし
た。天野氏やいとう氏に触発されて、読者の中には「何
か新しいこと――スポーツ、ボランティア、事業、学問
――にでも取り組もうか」と思い立った方がいらっしゃ
るのではないでしょうか。
　国としても大きな問題である人口減少は、地域の底力
でお伺いした離島である東京都大島町において、より明
確に現れています。しかも、主力産業である観光はコロ
ナ禍で打撃を受けています。もっとも、大島は噴火、台
風などの度重なる自然災害を克服してきたという歴史も
有しています。産業振興に向けての島を挙げての取り組
みを知るにつけ、未来の成長への道筋が拓かれつつある
ように思えました。頑張れ大島！ （渡邉）

▼
テ
ー
マ
は
「
わ
が
国
の
金
融
・
経

済
へ
の
提
言
」で
す
。
応
募
に
当
た
っ

て
は
、
日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

の
募
集
要
項
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

多
く
の
学
生
の
皆
さ
ん

か
ら
の
斬
新
な
提
言
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
う
ち
で
学
べ
る
動
画 

コ
ン
テ
ン
ツ
を
掲
載
し
ま
し
た

▼
日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
学

び
の
部
屋
」
の
ペ
ー
ジ
に
、
お
札
の

「
第
一
七
回
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ 

～
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
～
」

論
文
募
集
中

応
募
締
切
：
九
月
三
十
日
（
木
）

▼
「
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
」
は
、
学
生

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
開
催
す
る
、
金

融
・
経
済
分
野
の
論
文
・
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

　

二
〇
〇
五
年
度
か
ら
毎
年
開
催
し

て
お
り
、
今
年
度
も
応
募
論
文
を
募

集
中
で
す
。

数
え
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
動
画

「
お
う
ち
で
、
さ
つ
か
ん
」、
お
こ
づ

か
い
の
使
い
方
や
、
記
録
の
つ
け
方

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
動
画
「
親
子

で
学
ぶ
、
お
こ
づ
か
い
教
室
」（
協

力
：
金
融
広
報
中
央
委
員
会
）
を
掲

載
し
ま
し
た
。
ま
た
、
お
う
ち
で
本

店
見
学
が
で
き
る
「
お
う
ち
で
、
に

ち
ぎ
ん
」
や
銀
行
券
の
偽
造
防
止
を

学
べ
る
ペ
ー
ジ
も
ご

用
意
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
お
う
ち
で
、
に
ち
ぎ
ん
」

の
ペ
ー
ジ
に
、
動
画

「
本
店
見
学
の
み
ど
こ

ろ
」
を
追
加
し
ま
し

た
。

▼
「
日
本
銀
行
の
歴
史
的
建
造
物
」

の
ペ
ー
ジ
に
、
動
画

「
辰
野
金
吾
・
長
野
宇

平
治
と
日
本
銀
行
支

店
建
築
」
を
掲
載
し

ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

［アンケート募集中］
「にちぎん」に関するご意見・ご感想は、アンケートより
お寄せください。
日本銀行のホームページからもご回答いただけます。




